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1.　まえがき
　北谷町生涯学習支援センター（Fig.1参照：以下，本施
設と略記する)の事業コンセプトである「国際・情報・交

流 –21世紀に輝くニライの都市“ちゃたん”の創造」を受

け，設計業務では，学習教育，交流，および情報の受発信

という3つの機能が相互に関連し合う複合施設をつくりあ

げることを目的とした。2
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環境配慮型建築設計のケーススタディ
A Case Study of Environment-conscience Architectural Design

北谷町生涯学習支援センターの設計にあたって，北

谷の自然特性の一つである水の循環システムに着目

し，建築コンセプトを設定した。設計作業の終わり

に，LCCと LCCO2のための既存LCAソフトを使っ

て，環境への影響度を評価した結果，相当量の縮小

を確認した。これらの設計作業はNKK大規模建築物

デザインシステムを省エネルギーの観点から改善し

ていく礎になるものと期待される。

To start designing Chatan Life-long Learning Center in
Okinawa, we made an architectural concept to place a great
importance on water circulation system, one of the natural
characteristics of Chatan. At the end of the design work,
we assessed its environmental impacts by using an existed
LCA program for LCC and LCCO2 and proved a certain
impact reduction. All of these design works are expected
to be a basis that will improve NKK’s Large-scale Archi-
tecture Design System from an energy-conscience point of
view.
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Fig.1　A perspective of the building

チャタン
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3.　省エネルギー目標の設定
　本施設は図書館，学習・教育棟，およびホール棟から構

成され，運営収支のバランスがとれ，かつ利用度の高い施

設とすることが求められていた。

　そこでLCCの面から具体的に，何に注力し，どのくら

いの削減目標を設定すべきか，またそのためのとるべき対

策手法について検討を行った。

3.1　建築面での LCCのマクロ的検討

　建築初期投資コストとしての建設費は明白で目に見えや

すいのに対し，改修，廃棄やランニングコストなどにかか

る長期コストは目に見えにくい。Fig.4は建替え年数を60
年とした場合の中規模事務所建物のLCCの構成である。

　一般的的には，運用費と保全費で60%強を占めることか

ら，建築物の設計や運用においては，長期的コストである

施設設備維持管理費に的を絞った対策が施されることが前

提となる。

Fig.2　The planning policy for the design work

Fig.3　The zoning of the plan

1.　高台は「森，沢」低地は「水田」が原環境　
2.　ニライカナイのシンボライズ化
3.　かつての沢の流れを象徴的に再現
4.　桑江公園との一体化を図り，一団の森の創造
5.　計画地の傾斜面の活用
6.　海からの南風を導き北風を遮断

1.　字公民館の機能・形態の模倣
2.　風水を考慮した分棟・低層様式を取入れ，　
自然の風の引き込み

3.　直接地上に出られるように安全性に配慮
4.　貴重な水を尊重した造形表現
5.　あまはじ空間（日陰）の創造

6.　地場材料，職工技術の活用，沖縄らしさの表現

1.　環境共生
・自然の力を活用した環境への配慮

2.　省エネ･省資源
・負荷の抑制
・自然エネルギー利用
・資源の有効、効率利用　　　　　　

3.　将来の用途変更に柔軟に対応できる
Long Life 構造

4.　エコマテリアル
5.　五感の快適環境

－視・音・香・味・触－

1.　子供から高齢者まで気軽に使え，　　　
開かれた施設

2.　町の居間空間
3.　自発的な交流を誘う場の演出
4.　ピロティによる桑江公園との融合広場

・大屋根の下の交流，催事，憩いの　
半戸外空間

・回遊性のある動線計画
5.　効率的な駐車場の配置
6. 　ニライカナイ（地形と風）への軸線
7.　北東（冬風，鬼門）への配慮

土地の潜在力を活かし いにしえからの知恵を掘り起こし

新しい技術を合わせて
＜環境技術＞

新しい北谷の「新しい学びと
交流の場」を創る

設計思想建築コンセプトの出発点

北谷における自然の水の浄化循環経路
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    に表現する

●町に常に開かれ子供から高齢者ま
   で，気軽に使える施設計画
  （町の居間空間をつくる）

●効率的な駐車場の配置を考える

水場の冷気を室内に導く

水場の冷たい空気がルーバー（半外部）を
通り室内に導かれる

半外部の水路

●分棟式を取入れる

●建物を積極的に緑化

し環境負荷を抑える
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冷たい空気を
南風が室内に
運ぶ
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3.2　施設設備維持管理費からの検討

　Fig.5は施設設備維持管理費のシュミレーション結果で
ある。算出方法としては，北谷町庁舎事例や他の近隣施設

事例から採用した各設備維持管理費のm2単価を本施設の

想定建築規模に当てはめたものである。

　その結果，施設の電気，上下水道および電話料などで構

成される需要費・役務費が30%強，警備・清掃委託費が30%

弱で全体の6割を占めた。

　この想定結果から，当初の運用コスト削減目標を10%と

し，これを達成できる省エネルギー設備を計画することと

した。
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5.　実施設計に対するLCA評価




